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大項目 中項目 グループ校の評価指標

一人一人を大事にし、どの子も
自分なりの思いがもてる授業作り

（独自）自分の考えを書いたり伝えたりしながら学習している生徒

コミュニケーションの幅を広げ、
相手や集団のことを考えた

行動ができる子の育成

（独自）あいさつや縦割り活動を通して、コミュニケーション力が高まったと思う生徒

（学校説明）対面式を出発として、縦割り班活動を中心とした遠足や体育祭等の行事、日頃の生徒会活動の中でコ
ミュニケーション力が高まったと答える生徒が80％以上であった。話し合いの場を重ねることで異学年でも自分の考
えを言い合える雰囲気ができている。また、異学年で関わることは、上級生のリーダーの自覚を高め、下級生には
未来の自分の姿をイメージすることに有効であると考えられる。

【視点３】
教職員の協働、
児童生徒の交流

他者と積極的に関わり、自己表現
する力を育成するための

交流活動

（独自）交流授業や交流活動を通し、グループ校の友達や仲間とより関係を深めている生徒

学校関係者評価委員会から 改善策（来年度の目標設定、具体的な取組目標）

【視点１】
学校の教育目標を

グループ校で共有する
「自立する子」

（独自）やりたいことを見つけ、他と関わりながら主体的に行動する生徒

A
・「自立する生徒」の育成に向けて、タイムマネジメント力の育成、わら
しな学の推進、縦割り班活動の充実を重点的に、職員が共通理解を
図り、取り組むことで、生徒の主体性、判断力、コミュニケーション力な
どの資質・能力を高めたい。

（学校説明）学校の教育活動全体で、生徒が「自分で考える、選ぶ、決める、実行する場」を意図的に設定したこと
で、自分の意志や思いをもって、いきいきと活動する生徒の姿が多く見られた。また、目標の達成等に向かって仲
間と関わりながら活動する姿が見られた。

【視点２】
9年間の連続性、系統性
を強化した教育課程を

編成・実施する

自己
評価

A（学校説明）思考場面やまとめの段階で「書く場」「伝える場」を意識して位置づけることで、アンケートでは、「学習の
中で自分の考えをもち、書いたり話したりして伝えることができた」と肯定的な回答をする生徒が89％であった。思考
場面で「書く場」を位置づけることで、自分の考えを整理して話し合いに臨むことができたと考えられる。

タイムマネジメント力の育成

（独自）タイムマネジメントを意識して、規則正しい生活を送ったり家庭学習の習慣化を図ったりするこ
とができた生徒

A

B（学校説明）「あなたはタイムマネジメントを意識して、規則正しい生活を送ったり家庭学習の習慣化を図ったりする
ことができましたか」というアンケートに対し、「そう思う」「まあまあそう思う」と答えている生徒が60％弱である。個々
に意識はあるものの実践する力は課題である。

（独自）自分たちで生活をよりよくしようとしている生徒

A
（学校説明）「あなたは、日常生活や行事の中で、自分たちの力でよりよくしようと考えながら取り組むことができまし
たか」というアンケートに対して、「そう思う」「まあまあそう思う」と答えた生徒の割合は全校で80％に至らなかった
が、学年が上がるにつれて、その割合が上がっている(60%、85%、95%)。３年間を通して、自分たちの生活をよりよく
していこうという意識が高まっている。

・タイムマネジメントを子どもが一人
で取り組むのはハードルが高く、保
護者も巻き込んで取り組んでいきた
い。
・タイムマネジメントの評価の仕方に
ついて、毎日評価が必要か。一定期
間の成果に対して評価をした方がよ
いのではないか。
・校則の見直しについて、服装や頭
髪についてのきまりを再確認できて
いる。社会や子どもの変化を踏まえ
ながら対応している。
・対話の質を上げるための教師の仕
掛けとは。一言でも話すことで責任も
生じる。大勢の前でも話すことができ
る子、萎縮せずに「対話」ができる子
に育てたい。
・学習の中ではできているが、生徒
個々になった時、地域にどれだけ貢
献できるかが大切になる。防災訓練
への参加者が少なく、学習活動以外
でも実践化できるようにしていきた
い。
・情報リテラシー育成についての指
導は、長期休業前や技術の授業で
も行っている。SNS利用でさまざまな
問題が発生する可能性がある。保護
者の責任でフィルターをかけるなど
の対策を取ることも必要である。
・人と接することも大切なスキルであ
る。小中一貫教育は、中１ギャップの
解消も含まれている。コミュニケー
ション能力は、社会に出たら必要な
力であり、家庭でも教育していきた
い。

A

「わらしな学」を探究的に学び、地域を愛する子、
地域に貢献できる子の育成

(独自)地域のよさを探究し、地域のためにできることを見つけようとしている生徒

（学校説明）小中の交流、冬の「わらしな交流」では、グループ校児童によるわらしな学のポスターセッションに対し、
生徒がアドバイスをするという試みを行った。また、藁科芝生祭では、児童との交流によって得たアドバイスを、本番
に生かすことができた。当日は、多くのグループ校児童が足を運んでくれ、自発的な交流が見られた。

【視点４】
地域との連携

「ふるさと藁科」の強みと願いを
生かした「わらしな学」の推進

（独自）地域と連携し、地域を生かした教育活動を実施している教職員

A（学校説明）教職員が、地域の強みを理解した上で、教育活動を実施することができている。学区探訪、お茶摘み体
験、お茶手揉み体験、地域の方を招いての講話、地域活性化プロジェクトなど、地域連携による体験的な活動が根
付いており、藁科を愛し、地域に貢献しようとする生徒の育成につながっている。

A

（学校説明）教職員はコロナ禍の経験を生かし、業務の見直しと精選を図っている。また、ICT支援員の講習を受
け、ICT化による業務改善も図っている。職員アンケートにおいて、「子どもと向き合う時間を大切にしている」と肯定
的に回答した職員の割合は100％であった。

グループ校の軸となる取組・活動 グループ校の評価指標

A
（学校説明）１年生は、地域の良さや課題をフィールドワークなどから見つけ、２年生は、来年度の地域活性化プラ
ンを発案した。３年生は、「藁科芝生祭」を実現し、地域の良さを来校者に伝えることができた。「あなたは地域のよさ
について学ぶことを通して、地域のためにできることを見つけようとすることができましたか」というアンケートでは、
90％以上の生徒が,「そう思う」「まあまあそう思う」と答えている。この結果から、３年間で段階的に学習する中で、生
徒個々が、地域のために自分のできることを見つけようとしていると言える。

学校環境

安心・安全な学校環境の
確保のための取組

(独自)学校は、児童生徒が安全に活動できるよう、施設・設備の維持・管理に取り組んでいると考えて
いる保護者

（学校説明）月１回の校内安全点検や備品点検で、施設・設備の維持・管理に努め、破損個所等への対応を迅速に
行った。保護者アンケートにおいて、学校の施設・設備の維持・管理への取組に対する肯定的回答は100％であっ
た。

教職員の業務改善への取組

(独自)（限りある時間の中で、効率的、効果的に業務が進められるよう）見通しをもった教育計画を策
定し、子どもに向き合う時間を大切にしている教職員

A

各
学
校
の

評
価

大項目 中項目 評価指標 自己
評価

改善策（来年度の目標設定、具体的な取組目標）

・中学３年間の発達段階に応じた、目指す姿の共通理解を図りたい。
その上で、生徒自身が目指す姿を具体的に思い描き、常に意識しなが
ら生活できるようにしたい。
・達成された場面を見逃さず、機を捉えて賞揚することで、次へのモチ
ベーションと自己肯定感を高めたい。

重点目標の具現化
重点目標
「対話を通して判断し 最後までやり抜こう」
の実現に向けて

(独自）「対話を通して判断し 最後までやり抜こう」を意識して生活している生徒

A
（学校説明）アンケート「さまざまな活動を通して、頑張っている自分を実感している」に対して91％の生徒が肯定的
な回答をした。行事やステージごとに目標設定の場と振り返りの場を設定することで、他者の意見を参考にしなが
ら、自ら目標を立て、その達成に向かって粘り強く行動していこうとする姿が見られた。また、互いの良さを認める取
組により、自己有用感の高まりが見られた。

小学校
（学校説明）体育の授業では、児童が自分の目標に向かって粘り強く運動に取り組む姿が見られた。また、休み時間も運動に取り組む子が増えてきている。これらの要因として、
児童が体育の授業でボール運動、器械運動等の様々な運動に親しんだとともに、運動会での表現運動や縦割り班種目等、友達と一緒に運動する楽しさを感じたことが挙げられ
る。今後は、運動の習慣化を図りつつ、基本的な運動能力の向上へとつなげていきたい。

・昔は、サーキットトレーニングがで
きる遊具が運動場にあった。機会が
あれば、運動をするのではないか。
小学校では、朝の会の前に持久走
の練習を行っていた。運動の習慣化
ができないか。

・保健体育の授業では、生徒が自ら体を動かしたくなるような教材・教
具の工夫によって、筋力、持久力、柔軟性、投力の向上を図りたい。ま
た、生徒主体の楽しい体育的行事を設定するなど、生徒の運動意欲
向上、運動習慣の定着から、体力向上を結びつけたい。中学校

（学校説明）新体力テストの結果では、男子は握力と20mシャトルラン、女子は長座体前屈とハンドボール投げが全国平均を下回っており、課題と考えられる。一方、「保健体育
の授業は楽しいですか」「体力テストの結果や体力・運動能力の向上について自分なりの目標を立てていますか」の問いに対し、男女とも100％の生徒が肯定的な回答をしてい
る。

体力の状況
（新体力テスト、

全国体力・運動能
力、運動習慣調査）
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学力の状況
（全国学力・

学習状況調査）

小学校
（学校説明）国語では、言葉の特徴や使い方に関する事項を除き、他のすべての事項の正答率が県・全国の正答率を上回った。一方、算数・理科では、すべての事項の正答率
が県・全国の正答率を下回った。特に、自分の考えを記述する力に課題が見られた。学習状況等に関する設問については、自己肯定感の高さや読書好きである点が良さとして
挙げられる一方、最後までやり抜くたくましさや計画を立てて学習する力は課題として挙げられる。

生徒指導の状況
（学校いじめ防止基本方針）

（学校説明）年３回の悩み事アンケートを実施したり、全生徒がスクールカウンセラーと面談したりすることで、いじめなどで悩んでいる生徒の有無を把握した。「友達との接し方」
や「自分が仲間からどのように思われているか」を心配する生徒がいたため、その生徒の悩みを聞き取り、解決を図った。現状では「いじめられている」と感じている生徒はいな
かった。

改善策（来年度の目標設定、具体的な取組目標）

・学校関係者評価委員会のご指摘のとおり、活字からの情報収集や読
み取りに課題が見られるため、新聞や図書なども活用し、様々な媒体
（メディア）による情報リテラシーの向上に努めていきたい。中学校

（学校説明）国語の平均正答率は全国平均を上回っていた。特に「話すこと・聞くこと」、「読むこと」についてよくできていた。数学の平均正答率も全国平均を上回っており、特に
「関数」、「データの活用」についてよくできていた。理科の平均正答率は全国平均とほぼ同等であり、「エネルギー」、「生命」に関する領域において課題が見られた。自然や行事
など、藁科地域の特色に関する設問に対しては、全国と比較して数十ポイント高く、地元と密接につながっていることがわかった。

・助け合いができるのがよい。プレゼ
ンの力もついてきており、堂々とでき
ている。
・新聞や図書等、活字からも情報を
とることが大切。自分の頭の中で感
じ取ったり整理したりする力をつけて
ほしい。

・２年生による翌年度のプランを全校で考える会を継続することで、３
年生の実践に対して、主体的に取り組める生徒を増やしていきたい。
・各学年の学習の際に、地域の方々に意見をいただくなど、地域との
つながりをより大事にしていきたい。

・創立から５０年を経て、老朽化が進んでいることを考慮し、一見安全
に見えるような箇所にも注意を払い、想定外の事故が起きないように
していきたい。

・対話で一言でも話すことができるように「書く場」の設定を来年度も継
続していく。
・生徒が興味をもって対話し続けられるように、教師が正解を教えると
いう立ち位置を離れ、生徒が正解を気にすることなく課題に向き合える
ようにするための、状況に応じた問いかけをする。

・テスト勉強の期間中にメール配信をしてタイムマネジメントのチェック
をお願いして、保護者の意識を高めたい。
・外部より講師を招いてタイムマネジメントの意義を話していただき、生
徒の理解を深めたい。
・生活ノートを活用して振り返りをすることで、実践力をつけたい。

・各ステージの中間評価を基に、ステージの残りをどのように過ごすの
かを考える時間を充実させたい。
・校則の見直しに関して、学年委員会だけではなく、より多くの生徒が
集まる生徒協議会でも検討したい。

・よりよい話し合いができるよう、意見の関わらせ方やまとめ方等を
リーダーに指導する。委員会や係活動にも目的意識をきちんと持つこ
とを指導し、自分たちから課題を提案できるように指導する。その中
で、どの生徒も自分の考えをきちんと発言する姿、上級生が下級生を
巻き込んで活動したりする姿、よりよい学校生活に向けた自発的な取
り組みが見られるようにしていきたい。

・来年度も地域の方を講師としてお招きし、夢を持つ大切さや、地域活
性化への思いなどについて、語っていただく機会を設定し、藁科を愛
し、地域に貢献する生徒を育成していきたい。

・土曜日に開催される各学校での行事（体育祭、運動会、学習発表
会、地域活性化プロジェクト、ふるさとまつり、清沢DAY、感謝の会）の
案内状を出し合うなどして、来年度についても児童、生徒の自発的な
交流を促したい。

・登校できていない生徒に対して、ど
のようなアプローチができているか。

・生徒の状況を全職員で共有して、生徒個々への対応を考えながら指
導に当たるとともに、誰もが安心して生活できるような環境作りに努め
たい。

・やりたいことを自分で選択できるの
がよい。自分で決めたことは責任も
出てくるし、やる気も出てくる。
・「自立する生徒」を目標としている
が、小１から中３までの発達段階に
応じて、自立は異なっている。目指
す姿の共通理解が必要である。

・業務改善として、デジタル化やペーパーレス化を進めてはいるが、さ
らに改善できる点はないか検討をしていきたい。そして、子どもと向き
合う時間をさらに増やしていきたい。

・わらしな学の発表を見たが、先生
方の努力が子どもたちの成長につな
がっていると感じた。子どもたちが生
き生きしており、経験することが大切
だと感じた。
・連合町内会長や自治会長など、地
域にも発信し、大勢の目で見守って
いきたい。

・先生方が熱心に時間を割いて指導
してくださっていることを感じた。先生
方と生徒の距離が近くてよい。
・業務改善は本当にできているの
か。努力目標になっていないか。
・業務改善として、デジタル化やペー
パーレス化はどの程度進んでいる
か。少しずつでも取り組んでいけば、
コスト削減にもつながる。

（様 式） 令和４年度 学校評価書 学校名： 静岡市立藁科中学校（藁科中グループ）


